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研究討議 精神分析と教育－教育理論としてのフロイト思想 

 フロイト思想と学びの他者性への転回 

                                デボラ・P・ブリッツマン 

 精神分析から教育を考える 

  －古澤平作による雑誌『小学一年生』の教育相談をもとに－       西 見奈子 

 外傷原則の彼岸－フロイト「事後性」論の教育学的転回－ 

                                      下司 晶 

 研究討議に関する総括的報告 

                               白銀 夏樹 ／ 須川 公央 

 

論文 

 自我形成における皮膚の経験と機能 

  －E．ビックの皮膚の理論を中心に－                波多野 名奈 

 一九世紀初頭のフランスにおける教育・科学・統治 

  －マルク=アントワーヌ・ジュリアンの教育思想を中心として－ 

           吉野 敦 

 

エッセイ 

教育における加速主義をめぐるいくつかの問題 

             小玉 重夫 

 

教育哲学を考える 

 実在をめぐって                              谷村 千絵 

 

研究状況報告 

 出生の可能性と暴力性－出生主義と反出生主義のあいだで 

            田中 智輝 ／ 小島 和男 ／ 福若 眞人 ／ 樋口 大夢 ／ 村松 灯 

 教育における分配的正義論の可能性（二） 

                  高宮 正貴 ／ 橋本 憲幸 ／ 児島 博紀 ／ 生澤 繁樹 

 人間形成概念の再検討－理論と経験をつなぐには 

         野平 慎二 ／ 藤井 佳世 ／ 伊藤 敦広 ／ 平田 仁胤 ／ 鳥光 美緒子 

 

教育哲学会の現在 

 世界の教育哲学との対話（1）－ドイツ                  坂越 正樹 



 

書評 

 加藤美紀著『〈生きる意味〉の教育－スピリチュアリティを育むカトリック学校』 

    岡本 哲雄 

 大沢裕著『ペスタロッチーにおける生活陶冶思想の研究－幼児教育の視点から－』 

                    椋木 香子 

山田直之著『芦田恵之助の教育思想－とらわれからの解放をめざして－』 

                                    冨澤 美千子 

鈴木幹雄著『20世紀ドイツにおける造形表現研究と発想法教育学 

－シュトゥットガルト、バウハウス、イッテンの系譜－』          眞壁 宏幹 

加藤誠之著『思春期問題としての不登校 

－自我体験に関する現象学的解明を手がかりとして－』           福田 学 

 

図書紹介 

 西平直著『修養の思想』                          川村 覚昭 

 ネル・ノディングズ著、井藤元・小木曽由佳訳『人生の意味を問う教室 

－知性的な信仰あるいは不信仰のための教育』                山﨑 洋子 

 坂井祐円・西平直編著『無心のケア』                    櫻井 歓 

 Masamichi Ueno, ed., School Reform and Democracy in East Asia           平井 悠介 
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